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Wi n t e r
S p r i n g

と
も
に
、
生
き
る
。



　

全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る

中
、
当
院
で
は
大
阪
府
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
４
月
よ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
重
症
者
の
受
け
入
れ

を
開
始
し
ま
し
た
。
当
初
は
手
探
り
の
中
で
未
知
の
感

染
症
と
向
き
合
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全

ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
で
、
い
く

つ
も
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
は
、
救
急
外
来

の
医
師
や
看
護
師
が
担
当
す
る
病
院
が
多
い
中
、
当
院

で
は
疾
患
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー

内
科
の
感
染
対
策
チ
ー
ム
が
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

全
員
の
懸
命
な
働
き
が
功
を
奏
し
、
多
く
の
命
を
救

い
、
社
会
復
帰
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

医
療
物
資
の
不
足
が
深
刻
化
し
た
時
期
に
は
、
マ
ス

ク
や
ガ
ウ
ン
の
ご
寄
贈
・
ご
寄
附
な
ど
多
方
面
か
ら

数
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い

お
気
持
ち
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は
長
期
戦
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
当
院
は
、
南
大
阪
に
お
け
る
基

幹
病
院
お
よ
び
救
急
災
害
拠
点
と
し
て
、
本
来
の
病
院

機
能
を
維
持
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
治
療
と
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
使
命
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
ス
タ
ッ
フ
に
は
感
染
の
機
会
を
減
ら
す
行

動
を
厳
守
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

手
術
患
者
さ
ま
に
は
術
前
の
P
C
R
検
査
を
施
行

し
、
各
種
検
査
や
外
来
診
療
な
ど
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
も
と
で
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
最
大
限
の
安

全
確
保
に
努
め
、
質
の
高
い
先
進
医
療
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ま
は
ど
う
ぞ
安
心
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

冬
を
迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
再

び
増
加
し
て
い
ま
す
。
皆
様
に
は
「
う
つ
ら
な
い
、
う

つ
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
よ
り
一
層
の
感
染
防
止
対

策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
間
の
結
束
を
強
め

新
型
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う

当
院
の
感
染
症
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い

患
者
本
位
の
開
か
れ
た
病
院
と

し
て
、
安
全
で
質
の
高
い
先
進

医
療
を
提
供
し
ま
す
。

高度医療を提供する病院╳未来の医療人を育てる医学部が中心となり、
泉ケ丘駅前地域活性化ビジョンで計画されている「教育・健

けん

幸
こう

」のまちづくり
に寄り添った、〝地域に開かれた新しいキャンパス〟を創り、地域に貢献
いたします。

※画像はイメージであり、今後変更になる可能性があります。
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抗
体
検
査
に
つ
い
て

は
呼
吸
器
や
感
染
症
の
専
門
家
が
い
る
こ

と
が
一
般
病
院
よ
り
有
利
で
、
今
回
の
コ

ロ
ナ
対
応
で
は
、
そ
の
強
み
が
十
分
に
生

か
せ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

重
症
者
の
命
に
輝
き
を
戻
す

　

現
時
点
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

特
性
を
読
む
と
、
年
単
位
で
の
闘
い
に
な

る
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。
一
番
困
る
の

は
、
職
員
が
院
外
で
感
染
し
、
病
院
機
能

に
支
障
が
出
る
こ
と
。
こ
れ
は
新
型
コ
ロ

ナ
重
症
者
を
受
け
入
れ
る
の
と
は
ま
た

違
っ
た
次
元
で
の
警
戒
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

の
ダ
ブ
ル
流
行
に
対
し
て
も
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
適
切
に
対
応
し
て
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
今
の
状
況
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

捉
え
る
と
、
我
々
は
医
療
者
と
し
て
非
常

に
大
き
く
貴
重
な
経
験
が
で
き
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
。
重
症
の
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

を
診
た
こ
と
の
あ
る
医
師
は
全
国
的
に
も

そ
う
多
く
な
い
。
必
ず
今
の
経
験
が
一
人

一
人
の
知
識
や
技
術
力
の
向
上
に
つ
な
が

る
で
し
ょ
う
。「
当
院
で
は
必
ず
重
症
者

を
生
還
さ
せ
る
」
と
み
ん
な
の
士
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
現
場
で
の
達
成
感
が
明

日
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
強
い
使
命
感
を
持
っ
て
、

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
し
遂
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
冬
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
「
第
3
波
」
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
時
期
が
重
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
予
防
対
策
を
お
忘
れ
な
く
。

［ 

誰
で
も
で
き
る
コ
ロ
ナ
対
策 

］

一
人
ひ
と
り
の
強
い
自
覚
が
必
要
！

・
マ
ス
ク
の
着
用
は
大
原
則
。

・ 

モ
ノ
を
触
っ
た
直
後
な
ど
正
し
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
の
手
の
消
毒
。

・
携
帯
用
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
活
用
を
。

［ 

誰
で
も
で
き
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

］

コ
ロ
ナ
対
策
は
イ
ン
フ
ル
対
策
に
な
る
！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
コ
ロ
ナ
同
様
の
感

染
症
で
す
。
皆
さ
ん
が
徹
底
し
て
い
る
マ

ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
す

る
、
3
密
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
を
続
け

れ
ば
、
感
染
の
リ
ス
ク
は
減
る
で
し
ょ
う
。

置
し
た
り
。
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
素

早
く
整
備
し
て
く
れ
た
事
務
員
た
ち
の
働

き
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
安
心
感
や
ス
ト
レ
ス

軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
各
科

で
保
管
し
て
い
た
マ
ス
ク
や
ガ
ウ
ン
を
可

能
な
限
り
我
々
に
回
し
て
く
れ
た
同
僚
た

ち
や
、
治
療
に
必
要
な
医
療
器
具
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
揃
え
て
く
れ
た
病
院

の
体
制
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

院
内
感
染
ナ
シ
が
誇
り

　

当
院
が
新
型
コ
ロ
ナ
重
症
者
の
一
人
目

を
受
け
入
れ
た
の
は
４
月
。
以
降
は
も
う

次
か
ら
次
へ
と
運
ば
れ
て
き
て
、
非
常
に

強
い
緊
張
感
が
続
き
ま
し
た
。
４
〜
５
月

は
み
ん
な
相
当
疲
弊
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
の
に
１
カ
月

間
家
に
帰
ら
な
い
で
が
ん
ば
る
医
師
も
い

て
、
全
員
で
献
身
的
に
一
人
一
人
の
命
に

向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
中
年
層
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
多
く
の
重
症
者
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
が
、
正
し
い
感
染
予
防
に
努

め
、
院
内
感
染
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と

も
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

感
染
症
対
策

　

日
頃
か
ら
呼
吸
器
感
染
症
に
つ
い
て
は

み
ん
な
で
勉
強
し
、
感
染
症
対
策
は
院
内

感
染
対
策
室
の
指
導
の
も
と
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
積
ん
で
い
ま
し
た
。
大
学
病
院
に

呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
に
課
さ
れ
た
使
命

　

大
阪
府
か
ら
要
請
が
あ
り
、
当
院
で
新

型
コ
ロ
ナ
重
症
者
の
受
け
入
れ
が
決
ま
っ

た
の
は
３
月
で
し
た
。
た
だ
、
南
大
阪
の

３
次
救
急
を
担
う
当
院
と
し
て
は
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
で
コ
ロ
ナ
患
者
も
並
行
し

て
診
る
の
は
不
可
能
に
近
い
。
コ
ロ
ナ
は

呼
吸
器
系
の
感
染
症
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
館
と
は
別

棟
に
な
る
救
急
災
害
セ
ン
タ
ー
内
に
専
用

病
棟
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
問
題
は
一
般
の
患
者
さ
ま
と
ど
う
動

線
を
分
け
る
か
。
目
ま
ぐ
る
し
く
対
応
に

追
わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

院
内
の
サ
ポ
ー
ト
が
ス
タ
ッ
フ
を
支
え
た

　

一
方
で
、
治
療
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る

医
師
や
看
護
師
た
ち
は
恐
怖
心
や
不
安
に

襲
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
未
知
の
感
染
症
で

す
し
、
医
師
の
死
亡
例
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
し
た
か
ら
。
十
分
な
感
染
対
策
を
と
る

こ
と
を
説
明
し
て
、
結
果
的
に
は
ほ
と
ん

ど
の
人
が
納
得
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、

不
安
は
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
に
も
及
ん

で
い
ま
し
た
。
万
が
一
自
分
が
感
染
し
た

ら
家
族
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
か

ら
と
、
帰
宅
を
躊
躇
す
る
職
員
に
は
宿
泊

場
所
も
確
保
し
ま
し
た
。
看
護
部
の
寮
を

解
放
し
た
り
休
憩
室
に
簡
易
ベ
ッ
ド
を
設

感
染
対
策
室 

室

長 

吉
田
耕
一
郎

先
生
が
解
説
し
ま

す
。

〈
実
施
期
間
〉

2
0
2
0
年
6
月
29
日
〜
7
月
3
日

　

過
去
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
人
の
割
合
を
推
定
す
る
た
め
、
近
畿

大
学
病
院
は
大
阪
狭
山
市
と
共
同
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
対
象
は
、
応
募
の
あ
っ
た
市
民

1
8
7
5
人
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

2
7
8
人
。
本
検
査
に
お
け
る
I
g
G

抗
体
保
有
率
は
0
・
72
％
で
、
大
阪
狭
山

市
民
の
大
半
の
人
が
抗
体
を
保
有
し
て
い

な
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

YouTube動画

詳しくはこちら

新型コロナウイルスの感染拡
大が続く中、複数の企業・団
体様、個人の方、行政機関か
ら当院へ医療物
資や食品など、
多くのご支援を
い た だ き ま し
た。心より御礼
申し上げます。

当院への
ご寄贈の御礼

日々感染拡大を続け、一向に収束の兆しが見
えない新型コロナウイルス。特に感染者が多
い大阪府は、予断を許さない状況です。重症
者を受け入れる近畿大学病院では、より警戒
態勢を強め治療にあたっています。その内側
を、最前線で指揮をとる呼吸器・アレルギー
内科 佐野博幸准教授に聞きました。

佐
野
博
幸 

准
教
授

（
さ
の
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

1
9
9
1
年
鳥
取
大
学
医
学
部
卒
。

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
米

国
シ
カ
ゴ
大
学
医
学
部
等
を
経
て

現
職
。

同
僚
で
あ
る
妻
と
と
も
に
夫
婦

で
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
尽
力
し

て
い
る
。

迅速な環境整備と
呼吸器専門チームの力で
新型コロナ重症者の
命を救う

新型コロナ対策絵本

コロナウイルスの
ころなっちとぼく

ウイルス感染免疫学を専門とす
る宮澤正顯教授が監修、小児科
杉本圭相教授が協力しました。

監修
と
協力

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
取
り
組
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
＆

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

大
阪
狭
山
市
民
抗
体
検
査
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次の
診察は
いつ？

バスの
時刻表
は？

忘れる
ところ
だった！

もうすぐ
順番
ですよ

お母さん
ちゃんと
病院に
いってる

　

当
院
が
新
た
に
導
入
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け

ア
プ
リ
「
H
O
P
E
L
i
f
e
M
a
r
k
-コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
は
、
電
子
カ
ル
テ
と
ア
プ
リ
を
連

携
す
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ま
が
予
約
情
報
や
診
察

状
況
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
随
時
確
認
で

き
、
診
察
ま
で
の
待
ち
時
間
を
院
内
外
の
飲
食
店

な
ど
で
有
効
活
用
し
た
り
、
診
察
忘
れ
を
防
止
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
す
べ
て
の
機
能
が

使
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
2
0
2
1
年
２
月
以
降

の
予
定
）。

　

本
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
診
察
待
ち
ス

ペ
ー
ス
の
混
雑
を
緩
和
で
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
不
安
軽
減
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

　

当
院
は
、
株
式
会
社
メ
ド
レ
ー
が
提
供
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
シ
ス
テ
ム
「
C
L
I
N
I
C
S
」

を
用
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
外
来
を
２
0
２
0
年
11
月
27
日
（
金
）
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
ご
自
分

の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
当
院
の
専

門
医
に
よ
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
お
受
け
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

移
動
の
必
要
な
く
利
用
し
や
す
く

　

患
者
さ
ま
や
ご
家
族
が
納
得
し
て
治
療
を
受
け

る
た
め
に
、「
他
に
治
療
法
が
あ
れ
ば
知
り
た
い
」

「
自
分
の
症
状
が
適
正
に
診
断
さ
れ
て
い
る
の
か

確
か
め
た
い
」
な
ど
、
主
治
医
以
外
の
医
師
の
意

見
も
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
の

が
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
で
す
。
高
い
専
門
性
を

も
つ
医
師
が
、
主
治
医
か
ら
の
紹
介
状
や
検
査
画

像
等
の
情
報
を
も
と
に
第
三
者
の
立
場
か
ら
意
見

を
述
べ
、
そ
の
意
見
を
治
療
の
意
思
決
定
に
役
立

て
ま
す
。

　

移
動
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
で
、
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
を
利
用
す
る
際
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な

り
、
病
気
や
治
療
へ
の
理
解
度
・
納
得
度
を
深
め

て
治
療
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

当
院
で
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
る
全
て
の
診
療

科
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通
院
を
便
利
に
！

オ
ン
ラ
イ
ン

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
を
開
始

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
専
門
医
へ
相
談
が
可
能
に

患
者
さ
ま
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

電
子
カ
ル
テ
と
の
連
動
で
、
快
適
な
通
院
生
活
を
実
現
！

予約日時や注意事
項を随 時 確 認する
ことができます。

※�「FUJITSU�ヘルスケアソリューション HOPE�LifeMark- コンシェルジュ」は富士通株式会社の商標です。
※ �Apple および Apple ロゴは、Apple�Inc. の商標です。App�Store は Apple�Inc. のサービスマークです。
※ �Google�Play�および Google�Play ロゴは、Google�LLC の商標です。※ホームページからダウンロードいただけます。

バスの時 刻 表や病
院のフロアマップな
ど、 便 利な情 報に
すぐにアクセスでき
ます。

予約のリマインドや
当日の注意事項など
を自動通知します。
＊�予約状況確認およびリマイ
ンドは、診察予約、リハビ
リ予約に限ります。

待ち状 況を確 認す
ることが でき、 順
番 が 近 づくと自 動
通知します。

本 人 同 意 のもと、
１台のスマートフォ
ンで家 族の情 報を
管理することができ
ます。

必要書類※の送付
①セカンドオピニオン申込書
②セカンドオピニオン同意書
③ 現在受診している医療機関の診療

情報提供書（紹介状）
④各種検査（画像）データ
⑤ セカンドオピニオン外来問診票
の5点を当院へ郵送ください。

アカウント登録
予約を行うには、CLINICS
へのアカウント登 録が必
要になります。アプリをダ
ウンロードし、アカウント
登録をしてください。

お支払い
費用は、アカウント登録時に設定
したクレジットカードから受診後
自動的に引き落とされます。
60分以内 44,000円 （税込）
※ 健康保険適用外で、全額自己

負担になります。

診察予約
アカウント登録後、当院よ
りご案内する日時の予 約
を入れてください。

相談実施
カメラ・マイク付きのパソコンもし
くはスマートフォンを利用し相談
を受けます。

患者さま・ご家族からのお問合せ先
■近畿大学病院 地域連携課 セカンドオピニオン外来担当
TEL：（072）366-0257（地域連携課直通）　FAX：（072）365-7161
受付時間：平日9：00～17：00  土曜 9：00～12：00 
祝日・年末年始、創立記念日（11月5日）は除く。
※ 対面セカンドオピニオンも実施しています。詳しくは、ホームページを

ご確認ください。

■会場： 近畿大学病院 病院棟2階 総合案内
■日時： 平日・土曜 10：00〜13：00
■対象：当院の診察券をお持ちの患者さま
■特典： ご登録いただいた患者さまに、粗品をプレゼント　
 ※粗品には、数に限りがございます。

予約状況確認

12345
コンテンツ表示予約忘れ防止診察状況お知らせ家族登録

ア
プ
リ
で

で
き
る
こ
と

HOPE LifeMark 
コンシェルジュ

◀ iOS ◀ Android

オンライン
セカンドオピニオン外来

ご利用の流れ

3

1

4

5

2

登録サポートデスク
ご来院前にアプリをインストールいただいた後、以下の会場へお越し
ください。

日本全国どこからでも!
関西の大学病院初 !

2021年
2月1日
予定

2021年
1月下旬
予定
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乳房を圧迫しないから

痛くない！

はずかしくない！

ねそべって撮影

実 施 概 要
■2020年8月7日（金）より
■ 大阪狭山市外にお住まいの方で大阪狭山市ふるさと応援寄附金

制度を用いて 20 万円の寄附をしていただいた方に申込書等を
送付します。

■ 全身（頭頂～大腿近位部）のがんに対する PET/CT 検査、血液検査、
生化学検査、腫瘍マーカーを実施し、検査終了の約2週間後に結果
報告書を郵送します。

申 込 方 法
大阪狭山市ホームページをご確認ください。
■問合せ先 大阪狭山市役所  政策推進部  企画グループ
 TEL：072-366-0011（内線226）
 Email：kikaku@city.osakasayama.osaka.jp

PET分子イメージング部

特 集 　1

　

大
阪
狭
山
市
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

制
度
の
返
礼
品
と
し
て
、
近
畿
大
学
病
院

の
「
P
E
T
/
C
T
が
ん
検
診
コ
ー
ス
」

の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

負
担
の
少
な
い
検
査
で
早
期
発
見
が
可
能

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
2
人
に
1
人
が
罹

患
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
3
人
に
1
人

は
死
亡
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
医
療
の
発

展
に
よ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す

れ
ば
治
癒
す
る
確
率
が
高
い
病
気
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
P
E
T
検
査
は
一
度
に

全
身
の
が
ん
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
が
ん
の
検
出
率
が
高
い
と
言
わ
れ
て

お
り
、
特
に
C
T
検
査
と
一
体
化
し
た

「
P
E
T
/
C
T
検
査
」
で
は
、
正
確
に

が
ん
の
病
変
部
位
を
特
定
で
き
る
た
め
、

発
見
率
が
格
段
に
上
昇
し
、
よ
り
精
度
の

高
い
診
断
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

予
防
医
療
の
啓
発
、
検
診
の
普
及
に

　

こ
の
度
、
大
阪
狭
山
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
制
度
を
用
い
て
「
P
E
T
/
C
T
が

　

近
畿
大
学
医
学
部
と
株
式
会
社
島
津
製

作
所
は
、
２
0
２
0
年
10
月
か
ら
、
島
津

製
作
所
が
開
発
し
た
最
新
国
産
P
E
T

「
頭
部
・
乳
房
用
T
O
F
-
P
E
T
装
置
」

を
用
い
た
臨
床
研
究
を
、
近
畿
大
学
高
度

先
端
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
P
E
T
検
査

　

P
E
T
を
用
い
た
が
ん
検
査
は
、
早
期

発
見
や
、
転
移
を
含
め
た
病
巣
の
広
が
り

や
再
発
を
正
確
に
見
る
た
め
に
、
多
く
の

医
療
施
設
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
内
の
小
さ
な
病
変
の
性
質
を
さ
ら
に

ク
リ
ア
に
描
出
す
る
た
め
に
は
、
検
出
器

を
で
き
る
だ
け
被
験
者
に
近
づ
け
て
撮
像

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
一
般
的
な
全
身
用

の
装
置
で
は
開
口
径
が
70 

cm
程
度
必
要

な
た
め
、
構
造
上
の
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

最
新
の
技
術
を
駆
使　

　

本
装
置
は
、
1
台
で
頭
部
と
乳
房
の
両

方
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
患
者
さ
ま

の
負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
、
よ
り
正
確

な
が
ん
や
認
知
症
の
検
査
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

課
題
で
あ
っ
た
開
口
径
は
30 

cm
以
下

と
小
さ
く
、
従
来
の
装
置
と
比
較
し
て
頭

部
や
乳
房
の
近
接
撮
像
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
乳
房
用
と
し
て
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
の
よ
う
に
乳
房
を
挟
む
必
要
が
な
い

た
め
、
痛
み
を
伴
わ
ず
、
か
つ
立
体
的
な

ん
検
診
コ
ー
ス
」
を
利
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
ま

ず
は
ご
自
身
の
か
ら
だ
に
向
き
合
い
、
体

の
状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
制
度
を
提
供
す
る
こ
と
で
予
防
医
療

の
啓
発
、
検
診
の
普
及
を
め
ざ
し
ま
す
。

P
E
T
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
C
T
な
ど
の
放
射
線
を
用
い

ず
に
画
像
作
成
が
可
能
と
な
り
、
補
正
の

た
め
の
追
加
の
被
ば
く
が
な
い
こ
と
も
特

徴
で
す
。

積
極
的
な
世
界
展
開
を
目
指
す

　

こ
れ
ま
で
近
畿
大
学
で
培
わ
れ
て
き
た

臨
床
経
験
を
生
か
し
、
従
来
型
と
最
新
型

で
得
ら
れ
た
画
像
を
比
較
し
本
装
置
の
評

価
を
行
い
、
P
E
T
検
査
の
今
後
の
可
能

性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

将
来
、
患
者
さ
ま
へ
の
負
担
が
よ
り
少

な
く
、
正
確
な
が
ん
（
頭
部
、
乳
房
）
な

ら
び
に
認
知
症
の
検
査
方
法
確
立
に
つ
な

が
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
本
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

少
な
い
負
担
で

認
知
症
・
乳
が
ん
の

検
査
が
可
能
に

最
新
鋭
の
P
E
T
装
置

大
阪
狭
山
市
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
返
礼
品
に

が
ん
検
診
コ
ー
ス
が
登
場

※  ふるさと納税制度の趣旨を踏まえ、対象は大阪狭山市外にお住まいの方に限定させていただいております。

大阪狭山市 HP

頭部撮影モード 乳房撮影モード

乳房撮影モード

モードチェンジ！
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も
や
も
や
病
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
が

治
療
の
未
来
を

切
り
開
く

正
し
い
診
断
と

高
度
な
治
療

て
ん
か
ん
専
門
医

だ
か
ら
で
き
る
こ
と

髙
橋
淳 

主
任
教
授

（
た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
）

1
9
9
1
年
京
都
大
学
医
学
部
卒
。
京

都
大
学
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー

等
を
経
て
現
職
。専
門
は
脳
動
脈
瘤
・
脳

動
静
脈
奇
形
の
外
科
治
療
、
脳
血
管
バ
イ

パ
ス
手
術
、
脳
循
環
代
謝
解
析
な
ど
。
長

年
、
も
や
も
や
病
の
研
究
と
治
療
に
携

わ
り
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
治
療
実

績
を
持
つ
。2
0
0
1
年
か
ら
行
わ
れ

た
も
や
も
や
病
の
研
究
「Japan A

dult 

M
oyam

oya T
rial

」
で
は
研
究
事
務
局
・

デ
ー
タ
解
析
を
担
当
し
た
。学
生
時
代
か

ら
続
け
て
い
る
バ
ン
ド
活
動
で
は
キ
ー

ボ
ー
ド
を
担
当
。

中
野
直
樹 

准
教
授

（
な
か
の
・
な
お
き
）

1
9
9
1
年
近
畿
大
学
医
学
部
卒
。卒
業

後
、
岸
和
田
徳
洲
会
病
院
、
H
e
n
r
i

‐
M
o
n
d
o
r
病
院
（
仏
）
等
を
経
て

現
職
。て
ん
か
ん
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
等

の
機
能
的
脳
神
経
外
科
が
専
門
。プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
は
美
術
館
鑑
賞
、漫
画
、ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
、
ハ
イ
キ
ン
グ

と
多
趣
味
。
休
日
に
は
大
阪
城
周
辺
を

走
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。「
忙
し
い

と
き
が
輝
い
て
い
る
と
き
」
と
時
間
を
惜

し
ま
ず
、充
実
し
た
日
々
を
送
る
。

脳 神 経 外 科

特 集 　2

も
や
も
や
病
と
は
？

　

日
本
人
の
有
病
率
が
圧
倒
的
に
多

い
も
や
も
や
病
。
脳
の
中
の
太
い
血

管
が
徐
々
に
狭
く
な
っ
て
詰
ま
り
、

血
液
不
足
を
補
う
た
め
に
異
常
発
達

し
た
た
く
さ
ん
の
細
か
い
血
管
が
脳

内
に
み
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

日
本
人
に
非
常
に
多
い
脳
の
難
病

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
発
症

し
、
長
年
原
因
不
明
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。「
約
12
％
の
患
者
さ
ま
は
家
系
内
に

も
や
も
や
病
の
人
が
い
る
こ
と
か
ら
遺
伝

子
と
の
関
わ
り
が
疑
わ
れ
、
近
年
の
研
究

で
、
あ
る
特
定
の
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る

人
に
何
か
別
の
要
因
が
重
な
る
こ
と
で
発

症
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
た
だ
、
確
証
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
」
と
話
す
の
は
、
も
や
も
や
病
研
究
・

治
療
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
髙
橋 

淳
主
任
教
授
で
す
。

脳
出
血
で
命
に
危
険
が
お
よ
ぶ
こ
と
も

　

も
や
も
や
病
に
は
、
脳
の
血
液
不
足
に

よ
っ
て
症
状
を
起
こ
す
虚
血
型
と
、
脳
出

血
を
起
こ
す
出
血
型
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
多
く
は
虚
血
型
で
、
大
人
は
虚
血
型

と
出
血
型
の
割
合
が
半
々
で
す
。
虚
血
型

の
場
合
、
一
時
的
な
手
足
の
ま
ひ
・
言
語

障
害
の
発
作
を
反
復
し
、
一
部
は
脳
梗
塞

を
発
症
す
る
に
至
り
ま
す
。
出
血
型
で
は

脳
出
血
が
起
こ
り
、
ま
ひ
や
言
語
障
害
が

て
ん
か
ん
と
は
？

　

脳
が
異
常
な
興
奮
を
起
こ
す
こ
と

で
、
け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
な
ど
の

発
作
を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。
誰
で

も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

に
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
割
合
は
100
人

に
1
人
以
上
と
言
わ
れ
、
決
し
て
珍

し
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

て
ん
か
ん
は
と
て
も
身
近
な
脳
の
病
気

　

発
病
す
る
原
因
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
脳
梗
塞
や
認
知
症
な
ど

に
よ
り
脳
の
一
部
が
傷
つ
く
こ
と
で
引

き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
。
ま
た
、
発
作

の
中
に
は
自
覚
症
状
に
乏
し
く
、
周
囲

に
気
づ
か
れ
に
く
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。「
た
と
え
ば
、
動
作
が
止
ま
っ
た

ま
ま
一
点
を
見
つ
め
、
瞬
き
を
し
な
い

状
態
が
２
分
以
上
続
く
の
も
て
ん
か
ん

発
作
の
一
種
で
す
」
と
話
す
の
は
、
て

ん
か
ん
専
門
医
の
中
野
直
樹
准
教
授
で

す
。
高
齢
者
の
場
合
は
認
知
症
の
症
状

と
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
検
査
を
行
っ
た
上
で
総
合
的
に
判
断

し
、
病
気
を
見
極
め
る
こ
と
が
適
切
な

治
療
へ
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。

患
者
さ
ま
の
Q
O
L
を
上
げ
る
治
療

　

治
療
で
は
薬
で
発
作
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。「
近
年
は
薬

の
開
発
が
進
み
、
副
作
用
の
リ
ス
ク
が
減

残
っ
た
り
、
意
識
が
な
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
も
。
一
度
出
血
が
始
ま
る
と
、
高
い

確
率
で
再
出
血
を
起
こ
し
、
時
に
命
に
関

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
新
の
研
究
で
治
療
に
光
明

　

虚
血
型
に
は
バ
イ
パ
ス
手
術
が
有
効
で

す
が
、
出
血
型
の
再
出
血
を
防
ぐ
治
療
法

は
長
く
不
明
の
ま
ま
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
最
新
の
研
究
で
多
く
の
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
治
療
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
虚
血
型
と
同
様
の
バ
イ
パ
ス
手
術
を

出
血
型
に
行
う
こ
と
で
、
再
出
血
率
を
３

分
の
１
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ま
た
、
脳
の
後
ろ
半
分
に
起
こ
っ
た
出
血

は
再
出
血
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
予
防
に
は

バ
イ
パ
ス
手
術
が
大
変
有
効
で
あ
り
、
再

出
血
率
を
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
。
こ

の
結
果
か
ら
、
現
在
は
出
血
型
の
再
出
血

予
防
に
も
積
極
的
に
バ
イ
パ
ス
手
術
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
相
談
す
る
こ
と
が
大
切

　

同
研
究
の
推
進
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
髙
橋

医
師
は
、
一
時
の
手
足
の
ま
ひ
や
言
語
障

害
を
見
過
ご
さ
ず
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま

す
。「
も
や
も
や
病
は
指
定
難
病
お
よ
び

小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
た
め
、
公
費
で
治

療
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
経
験
豊
富
な
専
門

医
の
も
と
で
最
先
端
の
治
療
を
受
け
て
く

だ
さ
い
」。

る
な
ど
、
昔
よ
り
か
な
り
使
い
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
発
作
を
起
こ

す
人
に
は
、
発
作
の
回
数
を
減
ら
し
た
り

症
状
を
和
ら
げ
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。

高
齢
化
に
伴
い
、
て
ん
か
ん
を
持
つ
人
は

今
後
増
え
る
と
み
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、

適
切
な
診
断
や
治
療
が
で
き
る
専
門
医
の

数
は
圧
倒
的
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
ん
な
中
、
近
大
病
院
は
中
野
医
師
を
含

め
３
人
の
専
門
医
が
在
籍
。
成
人
の
て
ん

か
ん
治
療
に
特
化
し
た
南
大
阪
地
区
で
唯

一
の
医
療
機
関
と
し
て
、
患
者
さ
ま
の
社

会
活
動
や
生
活
の
質
を
上
げ
る
こ
と
に
力

を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

あ
き
ら
め
ず
治
療
す
る
こ
と
が
大
事

　
て
ん
か
ん
は
基
本
的
に
長
く
付
き
合
っ
て

い
く
病
気
で
す
が
、
未
来
に
光
を
見
い
だ

せ
る
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
と
中
野
医

師
。「
て
ん
か
ん
発
作
に
悩
む
20
代
の
女
性

患
者
さ
ま
で
、
手
術
を
し
た
ら
発
作
が
な

く
な
り
、
結
婚
・
出
産
が
で
き
た
と
、
お
母

さ
ま
か
ら
感
謝
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
発

作
を
押
さ
え
込
む
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
、
治
療
中
の
患
者
さ
ま
も

決
し
て
あ
き
ら
め
ず
、
あ
ら
ゆ
る
治
療
方

法
を
模
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」。
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おいしい
栄 養 食
レ シ ピ
近大栄

養部監修

薬
剤
部
で
す

こ
ん
に
ち
は

て
お
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
も
年
々

増
加
。
1
日
に
100
人
以
上
の
患
者
さ
ま
が
治

療
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
適
正
で
安

全
な
治
療
の
提
供
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

が
ん
専
門
の
薬
剤
師
が
常
駐

　

通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、
薬
剤
師
と
し

て
一
定
以
上
の
経
験
年
数
と
が
ん
に
対
す
る

高
い
専
門
的
知
識
を
持
つ
「
が
ん
専
門
薬

剤
師
」
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
投
与
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
投
与
量
を
確
認
し
、
無
菌
下
で

慎
重
に
調
製
を
行
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
や
ス

タ
ッ
フ
に
抗
が
ん
剤
の
不
要
な
曝
露
が
な
い

よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
に
投
与
中
は
治
療
薬
や
副
作
用
な
ど

不
安
に
感
じ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
患
者
さ

ま
に
正
し
い
情
報
を
丁
寧
に
伝
え
な
が
ら
、

具
体
的
な
対
処
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
患
者
さ
ま
が
日
常
生
活
を
維
持
し

な
が
ら
、
安
心
し
て
治
療
を
行
え
ま
す
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

日
帰
り
治
療
を
安
全
・
快
適
に

 　

今
回
は
外
来
化
学
療
法
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
の
薬
剤
師
の
仕
事
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
は
、
患
者
さ
ま
が
日

帰
り
で
抗
が
ん
剤
の
治
療
や
一
部
の
生
物
学

的
製
剤
の
治
療
を
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
薬
剤
師
は
医
師
や
看
護
師
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
安
全
な
治
療
が
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
が
ん
治
療

は
近
年
、
多
く
が
通
院
で
の
治
療
に
移
行
し

　

当
院
で
は
、
北
海
道
に
あ
る
近
畿
大
学
恵
庭

農
場
で
無
農
薬
栽
培
し
て
い
る
野
菜
を
入
院
患

者
さ
ま
に
提
供
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
と
う
も
ろ
こ
し
と
じ
ゃ
が
い
も
、
南

瓜
を
使
い
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
提
供
し
ま

し
た
。
食
事
は
治
療
の
一
環
で
す
が
、
少
し
で

も
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
安
心
・
安
全
で
お

い
し
い
旬
の
食
材
を
と
り
い
れ
る
な
ど
、
日
々

試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
じ
ゃ
が
い
も
と
南
瓜
を
使
っ
た
お
す

す
め
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

じ
ゃ
が
い
も
、
南
瓜

が
ん
患
者
さ
ま
の

外
来
治
療
を
支
え
る

薬
剤
師

■ 作り方
① じゃがいもの皮をむき、適当な大きさに

切りラップをしてレンジで5～6分加熱。
② 軟らかくなったら片栗粉と一緒にビ

ニール袋に入れ、潰しながら混ぜる。
③ 芋と片栗粉がなじんだら好きな形に

丸める。
④ フライパンにバターを入れ中火で両

面がきつね色になるまで焼く。

■ 作り方
① 南瓜を皮がついたまま薄切

りにし、レンジで軟らかく
なるまで2～3分加熱する。

② 調味料を混ぜ合わせて再度
1分加熱し、ごまをふりか
けて完成。■ 作り方

① じゃがいもの皮をむいて、短冊
状に切り、水にさらす。

② キッチンペーパーで水気をしっ
かりきり、半分は茹で、もう半
分はカリカリの素揚げにする。

③ 茹でた芋と揚げた芋を混ぜ、か
つお節やすりごま、ドレッシン
グなどお好みの味付けで。

芋もち

南瓜のきんぴら

ポテトのサクサクほくほくサラダ

127kcal /たんぱく質1.9g
食塩0.3g 

84kcal /たんぱく質1.6g/食塩0.9g 

125kcal /たんぱく質1.9g/食塩0.3g 

■ 材料
じゃがいも･･中3個
片栗粉････ 大さじ3

バター･･ 大さじ1
塩 ･ 醤油 ･･･ 少々

■ 材料
南瓜･････････200ｇ
醤油・砂糖・みりん
　　････各大さじ１
ごま･･････････適宜

■ 材料
じゃがいも･････････ 中2個
かつお節・すりごま ･･適宜
ドレッシングなど ････適宜

薬についてご説明いたします

調製は0.1mL 単位。誤差は許されない

正確かつ安全に行う抗がん剤の調製業務

塩分控えめのドレッシン
グでもおいしい！

とってもカンタン！

たのしい
新食感！

もちもちで幸せ♪

皮つきで香ばしく！

医療薬学会認定がん指導薬剤師（２名）
◎藤原季美子  ◎淺野肇
医療薬学会認定がん専門薬剤師（３名）
◎藤原季美子  ◎古川諭  ◎藤本伸一郎　　

（令和 2 年 12 月末現在）

人分
4

人分
3

＊栄養成分は１人あたりの数値です

■  作り方
① じゃがいもを良く洗い、皮はむかずに

食べやすい大きさに切って水にさらす。
② じゃがいもが浸かるくらいの油を入れて

から弱火でじっくり揚げていく。
③ じゃがいもが浮いてきたら中火にして

5 ～ 7 分、強火でこんがり色をつけ、
竹串がすっと通れば完成。

ポテトフライ
94kcal /たんぱく質1.6g

脂質11.8g、食塩0.2g 
■ 材料
じゃがいも･･･････ 中2個
塩･････････････････ 少々

揚げる時は混ぜないようにすると
表面がカリッと仕上がります！

人分
3

袋の中で芋と片栗粉をしっかり
こねて混ぜましょう！

人分
4

お配りした
メッセージ
カード

1011 近畿大学病院広報誌「きずな」Vol.25
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救
急
災
害
セ
ン
タ
ー
A
C
U
病
棟
は
、
通

常
、
救
急
搬
送
の
患
者
さ
ま
に
状
態
が
安
定
す

る
ま
で
治
療
を
行
っ
た
り
、
転
院
や
退
院
待
ち

の
方
を
一
時
的
に
受
け
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

実
地
で
の
学
び
を
自
信
に
変
え
る

　

現
在
は
A
C
U
の
病
床
す
べ
て
を
新
型
コ
ロ

ナ
の
重
症
者
専
用
に
し
、
治
療
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
今
は
経
験
値
を
重
ね
、
落
ち
着
い
て

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、 “
第
一

波
”
の
時
は
必
死
で
し
た
。「
感
染
の
正
し
い

管
理
を
行
う
」「
重
症
の
肺
炎
治
療
を
実
地
で

学
び
な
が
ら
技
術
を
習
得
す
る
」
と
目
標
を
掲

げ
て
、
疑
問
や
改
善
点
を
確
認
す
る
毎
日
。
防

護
服
の
着
脱
も
い
か
に
低
リ
ス
ク
で
安
全
に
で

き
る
か
、
時
間
を
か
け
て
練
習
し
ま
し
た
。
特

に
戸
惑
っ
た
の
が
、
介
助
中
に
曇
っ
て
し
ま
う

ゴ
ー
グ
ル
や
二
重
に
履
く
手
袋
の
扱
い
。
五
感

が
鈍
る
と
身
体
状
態
を
う
ま
く
読
み
取
れ
ず
苦

労
し
ま
し
た
。
看
護
師
ら
の
メ
ン
タ
ル
も
心
配

で
、
個
別
面
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
み

ん
な
で
支
え
合
い
ま
し
た
。

今
一
度
み
ん
な
の
心
を
合
わ
せ
て

　

緊
張
が
続
く
な
か
で
の
励
み
は
、
患
者
さ
ま

が
ご
家
族
と
ビ
デ
オ
通
話
を
使
っ
て
面
会
で
き

た
後
に
リ
ハ
ビ
リ
を
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
り
、

退
院
へ
の
前
向
き
な
言
葉
が
聞
か
れ
た
と
き
。

大
学
や
病
院
の
厚
い
支
援
で
ガ
ウ
ン
や
マ
ス
ク

が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
手
元
に
届
い
た
こ
と
も
、

私
た
ち
の
不
安
解
消
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
に
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
第

一
。
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
患
者
さ
ま
の
笑
顔

に
つ
な
が
る
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症における
救急災害センターACU病棟の役割

適切な感染管理をスタッフ全員が徹底
したうえで、患者さまの体調変化を24
時間観察。急変には速やかに対応し、
安心・安全な療養をサポートします。

重症患者さまの状態管理

患者さまのご家族へは、週に１度担当医が
状況報告を電話で行っています。その後、
少し時間を置いて看護師が再び電話をか
け、ご家族の疑問や不安をサポートします。

患者さまのご家族へのフォロー

Message
from

Nurse救
急
災
害
セ
ン
タ
ー
A
C
U
病
棟

副
看
護
長

田
守 

千
夏

（
た
も
り
・
ち
か
）

新
型
コ
ロ
ナ

重
症
患
者
さ
ま
を

一
日
も
早
く

ご
家
族
の
も
と
へ

　

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
全
国
の
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

る
、
が
ん
に
つ
い
て
誰
も
が
無
料
で
相
談
で
き

る
窓
口
で
す
。

が
ん
へ
の
不
安
や
悩
み
を
サ
ポ
ー
ト

　

近
畿
大
学
病
院
で
は
、
が
ん
看
護
専
門
看
護

師
の
柏
田
孝
美
看
護
長
を
中
心
に
、
緩
和
ケ
ア

認
定
看
護
師
や
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護

師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
8
人
で
、
が

ん
患
者
さ
ま
や
そ
の
家
族
、
他
施
設
で
治
療
中

の
方
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。「
患
者
さ
ま

に
伴
走
を
し
な
が
ら
、
ご
自
身
の
足
で
立
て
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割

で
す
。」
穏
や
か
に
話
す
柏
田
さ
ん
。
今
年
度

か
ら
は
、
何
層
に
も
重
ね
た
き
め
細
か
い
ケ
ア

を
実
現
す
る
た
め
に
、
他
部
署
と
の
連
携
を
強

化
し
た
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
相
談
内

容
は
幅
広
く
、
治
療
や
療
養
へ
の
不
安
や
疑

問
、
お
金
や
仕
事
の
こ
と
、
家
族
の
問
題
や
担

当
医
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
ま
で

と
さ
ま
ざ
ま
。
ま
た
、「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連

携
拠
点
病
院
」
と
し
て
、
最
新
の
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。

相談室は患者支援
センター内にあります。
気軽にお訪ねください。

がん相談
支援センター

柏
田 

孝
美 

看
護
長

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

が
ん
看
護
専
門
看
護
師

（
か
し
わ
だ
・
た
か
み
）

が
ん
患
者
さ
ま
の

心
に
寄
り
添
い

自
立
を
支
え
る

コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に

　

最
近
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
が
ん
の
手
術
や
抗
が
ん
剤
治
療
に
つ
い
て

の
相
談
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
相
談
の
中
か

ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
多
く
の
患
者
さ
ま
が
孤
立
感
や
孤
独
感
を

募
ら
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
セ
ン

タ
ー
で
は
w
e
b
上
で
患
者
さ
ま
同
士
の
交
流

の
場
を
設
け
る
こ
と
を
企
画
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
い
た
な
ご
み
の
会
や

リ
ボ
ン
の
会
、
が
ん
と
お
金
の
教
室
に
つ
い
て

も
w
e
b
で
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
院
の
が
ん
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
く

だ
さ
い
。「
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
が
ん
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
何
を
相
談
し
て
も
よ
い
場

所
で
す
。
気
軽
に
相
談
に
来
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」。
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地 域 医 療 特 集

医
療
法
人
恵
泉
会

堺
平
成
病
院

唐
﨑
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

《 

特
色 
》

 

当
院
は
、
2
0
1
8
年
4
月 

堺
市

深
井
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
絶

対
に
見
捨
て
な
い
。」
理
念
の
も
と

地
域
の
皆
様
の
日
常
の
健
康
管
理
、

通
院
治
療
、
入
院
治
療
、
在
宅
支

援
、
救
急
対
応
ま
で
24
時
間
365
日
可

能
な
限
り
医
療
を
提
供
出
来
る
よ
う

な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

透
析
医
療
は
通
院
だ
け
で
は
な
く
入

院
透
析
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
治
療
を
受
け
て
も
ら
う
事
が

可
能
で
す
。
地
域
密
着
型
病
院
と
し

て
、
地
域
に
密
着
し
た
ケ
ア
を
ま
ご

こ
ろ
込
め
て
提
供
い
た
し
ま
す
。

《 

特
色 

》

　

当
院
は
循
環
器
内
科
医
師
２
名
が

常
時
外
来
を
し
て
い
ま
す
。
一
般
的

な
内
科
外
来
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、
循

環
器
疾
患
な
ら
び
に
併
発
す
る
こ
と

の
多
い
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
医
師
の
み

な
ら
ず
ス
タ
ッ
フ
も
研
鑽
し
て
お
り

ま
す
。
2
0
0
３
年
の
開
業
以
来
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
全
体
で
患
者
さ
ま
を
ケ
ア

す
る
姿
勢
を
貫
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
医
師
お
よ
び
そ
の
他
ス
タ
ッ
フ
間

で
の
情
報
の
共
有
に
重
き
を
お
き
、
来

院
か
ら
受
付
、
診
察
、
検
査
、
説
明
、

投
薬
、
お
会
計
、
ま
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

離
れ
た
あ
と
で
も
心
地
よ
い
余
韻
を
残

し
て
い
た
だ
け
る
医
療
機
関
を
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
目
指
し
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

《 

近
畿
大
学
病
院
へ
の
要
望 

》

　

近
畿
大
学
病
院
の
基
本
方
針
で
あ

る
、「
特
定
機
能
病
院
と
し
て
、
医
学

医
療
の
進
歩
に
関
与
し
社
会
に
貢
献

す
る
」「
南
大
阪
に
お
け
る
基
幹
病
院

お
よ
び
救
急
災
害
拠
点
と
し
て
地
域

医
療
に
貢
献
す
る
」
に
卒
業
生
と
し

て
力
強
さ
を
感
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

循
環
器
内
科
を
標
榜
し
て
い
る
当

院
に
と
っ
て
は
内
科
外
科
を
統
一
し

た
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
が

ん
の
最
先
端
の
診
断
・
治
療
を
担
う

近
畿
大
学
病
院
の
存
在
は
絶
大
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
時
代

に
即
し
た
多
く
の

ニ
ー
ズ
に
答
え
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
の
病
診

連
携
の
強
化
に
向
け

て
応
援
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

病院からのメッセージ
　当院は、救急医療から回復期医療、慢性期医療、リハビリテー
ション、そして在宅サービスまで幅広い機能をもつ病院として運営
しています。しかし、慢性期医療を中心としていますので、高度先
進医療を必要とする患者さまは近畿大学病院を初め地域の急性期病
院に治療をお願いする事になります。急性期治療を終えた患者さま
で、すぐにご自宅へ退院出来ない場合は、当院でリハビリテーショ
ンなど行って頂き在宅復帰への調整をさせて頂きます。今後も、高
次医療機関をはじめ地域の皆様に信頼される病院づくりを目指して
いきますので、よろしくお願い致します。

医療法人恵泉会　堺平成病院 〒 599-8236 堺市中区深井沢町 6-13　TEL 072-278-2461

唐﨑内科クリニック 〒 599-8234 堺市中区土塔町 3325　TEL 072-289-2111

な
つ

医

療

連

携

ぐ

卒
業
生
の
今

［11期卒業生］ 唐﨑専也 先生（からさき・せんや）上段右端
［15期卒業生］ 唐﨑裕子 先生（からさき・ゆうこ）上段左端

　近畿大学東洋医学研究所と農学部
を中心とした研究チームとわたし漢
方株式会社は薬膳による健康づくり
の研究に取り組んでいます。その一
環として、東洋医学および栄養学の
専門家が監修した「薬膳レシピ」を特
設サイト上にて公開しました。
　「東洋医学」は、漢方薬や鍼灸で治
療を行うと思われがちですが、本来は
薬のような効果をもつ身近な食材や

生薬を料理の中に取り入れ、
「薬膳」を含めた総

合的な治療方
法のことを
指します。

　新型コロナウイルス感染症の影響
により日常が大きく変化するなか、
「コロナうつ」「コロナ疲れ」「コロナ
ストレス」などの不調が増加してい
ます。見えない疲れやストレスを放
置せず、季節や体調にあった身近な
食材を献立に取り入れた「薬膳レシ
ピ」で心と身体を健やかに引き上げ
ていきましょう。

を公開!!薬膳レシピ
やく　　ぜん

〝オール近大〞新型コロナウイルス感染症対策支援プロジェクト

毎月１つの薬膳食材にフォーカスし
近畿大学の専門家が監修した
「薬膳レシピ」をご紹介

紫蘇入り
ハンバーグ
風邪の初期症状
鎮静作用／鎮咳・
去痰作用／健胃作用

抗不安作用

生姜スープ
抗炎症作用
発汗作用
発熱などの
全身症状を軽減

ゆり根と
エビの餡かけ

鎮咳作用
精神安定
滋養強壮

ヤマイモ
グラタン
胃腸虚弱を補う
下痢止め
消化促進
滋養強壮

  豆乳黒ゴマ
葛プリン
抗炎症作用
発汗作用
頭痛／肩こり

ダイコン餅

鎮咳作用
消化促進

11月 12月 1月

監修：近畿大学東洋医学研究所 所長・教授  武田卓
レシピ作成：近畿大学農学部食品栄養学科 講師  明神千穂（管理栄養士）
薬膳レシピサイト運営：わたし漢方 代表取締役社長  丸山優菜

https://project.watashikampo.com/covid19
薬膳レシピ特設サイト

2月 3月 4月

講師

がんゲノム医療を知ってますか？
武田真幸（腫瘍内科）他

講師

ACPって何？
吉田健史（腫瘍内科） 他

2.25㈭2021 19:00～20:00

3.11㈭2021 19:00～20:00

がんセンター主催 市民公開講座

072-366-0221（内線3892）
gan.c@med.kindai.ac.jpご予約はこちら

配信講座

近畿大学病院チャンネル

ともに生きる会

リボンの会

コロナ禍とがん検診～がん検診を忘れないで！～
講師 辻直子 （消化器内科）

高額療養費制度について 医療費の負担を軽くするために～
講師 竹内伸一郎 （医療ソーシャルワーカー）

がんとお金の関係

講師

肝炎・肝がんについて知ろう!!
～肝臓病の血液データの読み方～

千品寛和 （消化器内科）

講師
肝がんについて

盛田真弘 （消化器内科）

肝臓病教室

講師
B型肝炎について

田北雅弘 （消化器内科）

講師
C型肝炎について

依田広 （消化器内科）

近畿大学病院公式YouTubeでは、新型コロナウイルスに関して気を付けたいことや、
公開講座などを動画で配信しています。

最新の情報をお知らせしています。
ぜひフォローしてください。

さまざまな情報発信中!!
でも お待ちしています!

いいね!Facebook

コンテンツ例
介護現場における新型コロナウイルス感染への日常的な対策
ともに生きる会　がん検診や内視鏡検査について
がんとお金の教室　高額療養費制度について
母親教室　妊娠中に気を付けたいことについて　など

お待ちしています!

近畿大学病院公式チャンネル

チャンネル登録

各診療科を代
表する医師の特

集ムービーも！

250名
要予約

先着

ライブ配信

ライブ配信

YouTubeにて配信中

しっかり知りたい胃がん治療のこと
～胃がんから知るがん治療の今、そして明日～
講師 川上尚人 （腫瘍内科）
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Tel 072-366-0221（代表）

月～金 9：00～17：00
　土 9：00～12：45

受付時間

お問合わせ

患者支援センター

病気のこと、治療のこと、暮らしのこと。
当院ではさまざまな相談窓口を
ご用意して、患者さまのお悩みや
疑問、相談にお応えしています。

患者さま・ご家族・医療機関からのご相談や
ご依頼をお引き受け致します。退院後の不安、
セカンドオピニオンや福祉相談、かかりつけ医
の紹介など、心配ごとやお困りごとをお気軽に
ご相談ください。

各相談窓口の
ご紹介

Tel 072-366-0221（内線3878）

月～金 9：00～17：00受付時間

お問合わせ

緩和ケアセンター

がんをはじめ、重い病を抱える患者さまやその
ご家族の身体、心などのさまざまなつらさをや
わらげ、安心して暮らすことができるように診
断時から支えていくのが「緩和ケア」です。つら
さや不安を抱え込まず、専門の医師や看護師
にお気軽にご相談ください。

Tel 072-366-7096（直通）

月～金 9：00～16：30受付時間

お問合わせ

がん相談支援センター

がん相談支援センターは国立がん研究セン
ターの研修を修了した相談員が、がんに関す
るご質問やご相談にお答えしています。がんの
診断や治療についてもっと知りたいとき、不安
でたまらないときに一緒に考え、情報を探すお
手伝いをしています。

Tel 072-366-0221（内線3892）

月～金 9：00～17：00受付時間

お問合わせ

肝疾患相談支援センター

肝疾患相談支援センターでは肝がん、肝硬
変、肝炎など、病気の種類に関係なく、肝臓に
関するさまざまなご相談に面談とお電話で対
応しています。また、治療や検査についてだけ
でなく、経済的な支援制度に関してもお問い
合わせいただけます。

※まずは担当医にご相談ください。

月～金 9：00～15：00
　土 9：00～12：00

受付時間

栄養相談室

糖尿病や高血圧、心疾患、腎臓病に対する食
事療法のほか、胃や大腸の手術後の食事の進
め方、嚥下機能低下時の工夫など、「食」と「栄
養」に関するご相談にお答えしています。化学
療法中で口内炎や吐気で食べられないなどの
お悩みもお聞かせください。

募集期間 平成29年（2017年）10月1日～令和8年（2026年）3月31日
寄付金額 【個人様】  1口 5,000円（なるべく複数口のご協力をお願いいたします。） 
 【法人様・団体様】 1口あたりの金額は特に定めておりません。
申込方法 インターネットの専用サイトまたは「寄附申込書兼振込用紙」にて
 お申込みいただけます。※詳しくはホームページをご確認ください。

寄附者様（個人）への記念品
農産品・特産品の謹呈

お問合せ・資料請求先

銘板・芳名録への掲載
ご寄附賜りました方は、創立100周年記念事業
サイトのWeb芳名録にご芳名を掲載し、末永く
顕彰させていただきます。

近大みかんといった農産品や水産研究所産の養殖
魚の加工品をはじめとする特産品や産学連携商品
など、近畿大学ならではの記念品を謹呈いたします。 近畿大学

医学部・病院事務局  総務広報課  募金係
〒589-8511
大阪府大阪狭山市大野東377-2
TEL :072-366-0319
FAX:072-365-8300

近大マンゴー 近大くえ鍋セット 近畿大学水産研究所
寄附者限定コース御食事券

オリジナルブックマーカー 無添加みかんジュース
「100％近大です。」 近大みかん 湯浅農場産新米

近畿大学病院
PET検診ご招待券
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受診・お見舞いの方
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広報誌「きずな」のバックナンバーはホームページでご覧いただけます。
アンケートも、ぜひご協力お願いいたします。 

https://www.med.kindai .ac. jp/about/kizuna/
きんだいびょういん  きずなhttps://www.med.kindai .ac. jp/

@kindai .medicine facebookでも情報配信中！
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15分23分
大阪メトロ
御堂筋線
新大阪駅

南海電車
なんば駅

泉北高速鉄道
泉ケ丘駅

南海コミュニティバス1番乗場
「狭山ニュータウン・金剛」行15分

（急行） 南海コミュニティバス4番乗場
「狭山ニュータウン・泉ヶ丘」行

南海高野線
金剛駅

近畿大学
病院前

電車・バスでお越しの場合

産婦人科、小児科、眼科、皮膚科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、疼痛制御
センター（麻酔科）、形成外科、歯科口腔外科、東洋医学診療所

循環器内科、内分泌・代謝・糖尿病内科、消化器内科、血液・膠原病
内科、腎臓内科、脳神経内科、腫瘍内科、呼吸器・アレルギー内科、
メンタルヘルス科、外科（上部消化管、下部消化管、肝胆膵）、外科（肺）、
外科（乳腺内分泌）、外科（小児）、脳神経外科、心臓血管外科、心療
内科、漢方診療科、緩和ケア科

整形外科、放射線治療科、放射線診断科、リハビリテーション科

※ 当院での治療等を必要とされる場合、紹介医からの紹介状が原則となっておりますので、当院宛の診療情
 報提供書（紹介状）を持参いただきますようお願いいたします。
※ 初診時に紹介状をお持ちでない方には、保険外併用療養費として11,000円（税込）をご負担いただきます。
※ 診療科によっては、完全予約制や休診日もございますので、詳しくは各診療科にお問い合わせください。

各 診 療 科のご 案内 外 来 受 付 時 間

1 F

3 F

2 F

脳PETもの忘れドック
気になったら相談だけでも 電話で予約できて検査は日帰り

診断が難しい初期の認知症の発見も可能に
信頼できる専門家がサポート

診断が難しい初期の認知症の発見も可能に
信頼できる専門家がサポート

※いずれも自由診療となります。

［月～金］9:00 ～ 17:00　［土］9:00 ～ 12:45

PET/CTがん検診
2人にひとりががんになる時代です
最先端の診断でがんを早期発見
2人にひとりががんになる時代です
最先端の診断でがんを早期発見

高度先端総合医療センター（PET分子イメージング部）受付
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まずは
お電話ください

072-366-0221（内線 2604/2605）


